
WWL 東京研修に行ってきました 

８月７日（月）、８日（火）に WWL 事業の一環で東京研修に行ってきました。 
 
１日目は JICA 地球ひろばと SDGｓの取組を盛んに行っている企業を訪問しました。 
JICA 地球ひろばではワークショップを行い、青年海外協力隊の活動や発展途上国の現状に
ついて学びました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
〇今まで見たことのない貧しい国での生活の再現などをたくさん見ることができて、私が

知らない暮らしの形はたくさんあるのだと感じた。そこで、よりよい解決策を見つけるた
めにも、もっとたくさん発展途上国での暮らしについて深く知ることが大切だと思った。 

〇青年海外協力隊の参加資格や具体的に何をするかが分かった。いくつものカテゴリーに
分けて活動していることを初めて知った。自分でも参加できることに驚いた。 

 
企業訪問ではマルハニチロ株式会社と大正製薬株式会社へ分かれて訪問し、各企業での
SDGs の取り組みについて学びました。また、企業の取り組みに対して、本校生徒の意見を
聞いていただきました。その後、訪問した企業で学んだことをまとめ、発表をしました。 
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大正製薬 
〇SDGs にこだわり過ぎず、企業そのものが社会貢献をしていくという意識でやっていく中

で、いろんな活動が SDGs に繋がっていることを知った。企業は利益を追求するだけで
はないということに感銘を受けた。 

〇少子高齢化社会において、将来の若者の負担を減らすためにもセルフメディケーション
（自分の健康は自分で守る）の考え方が大切だと学んだ。 

マルハニチロ 
〇年功序列から実力主義へ移行したり、男性の育児休暇を推奨したりと、男女のブランクを

縮めようとする取り組みがされており、とても参考になった。 
〇クリーンアップ活動「Make Sea Happy!」を実施しているが、企業内でも参加してくれる

人がなかなか少ないと知った。みんなで協力することの難しさを感じた。 
〇プラスチック削減について改善案があってもコストの問題でできないことが多いと学ん

だ。環境問題と企業の利益のバランスを考えなければならないので難しいと思った。 
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２日目は Small Worlds Tokyo と日本科学未来館へ行きました。 
 
Small Worlds Tokyoではシミュレーションカードゲーム「２０３０SDGs」を体験しました。
SDGs を達成するには協力が必要不可欠であることをゲーム内の活動から学びました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
〇SDGs は“誰 1 人取り残さない”ことが大切だということを再確認できた。 
〇SDGs の 17 の目標はすべて繋がっており、１つに絞るのではなく同時解決が大切である

ことを学んだ。 
〇何かをすごく良くしようとする発想は大事だが、その分、他のところにマイナスが出てし

まうならば、それは良い判断とは言えない。何事もバランスを重視していくことが大切だ
と思った。 
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日本科学未来館ではさまざまな展示を見学しました。特にプラスチックごみに関する展示
では研究者たちの意見に加えて、小学生など、来館者の素朴な疑問が載せられており、とて
も参考になりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
〇SNS を用いた「Pirica」（ピリカ）というごみ拾い活動を初めて知った。日本科学未来館

に行かなければ知らないままだったので、新しいことを知れて本当に良かった。ピリカに
ついてもっと調べたい。 

〇今後、技術が進歩すると音楽・情報・通信・移動・計算の分野で人工知能が人間を上回る
ことを知った。そうなったときに、人工知能は人間に対して悪い影響を与えるのか疑問に
思った。 

〇仮想空間のようなものが実現したら、見た目も性別も人間であるかどうかも関係なくな
り、ジェンダー平等という言葉もなくなるかもしれないと思った。 

 
２日間の東京研修はとても充実したものになりました。特に企業訪問では普段知ることの
できない企業の話を拝聞し、貴重な経験となりました。研修で学んだことを活かし、今後も
探究活動を行っていきたいと思います。 
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